
モデル事業名 限界集落の埋もれた資源の再利用による地域の活性化事業

対象地域 新潟県 魚沼市 福山新田

活動概要

対象地域は限界集落化しつつあり、このままでは集落として維持できな
い状況にある。このため、地域の住民が生活を維持できる仕組みを考える
と共に、地域資源の再活用により首都圏等からの来訪者を増やす方策を
考え、集落の活性化を目指す。

今年度の主な取組

①休耕田などの遊休資源を回復させ、自給自足可能な環境整備を行う。
②集落周辺の山林を調査、整備することで新たな観光資源開発と間伐材
などの再利用およびきのこ、山菜など収穫増加を図る。
③廃校を利用して子供たちの体験学習を以前から実施しているが、今まで
以上に活動プログラムを増やす。

活動結果
①休耕田を新たに５反歩増やし耕作可能な整備を行った。
②山林の整備については地元地権者と合意し、首都圏からのボランティア
も含め林道の回復作業を行った。

当初予想していな
かった効果

休耕田の回復、森林調査に共通して、広範に調査範囲を拡大したこと
で、地域の状況把握がより正確に解り利活用の可能性の大きさが改めて
認識させられた。また、計画を具体化する上で、人的確保が大きな課題で
あったが、興味と関心のある人々が少なからずいることが確認され、投資
期間でありながら移住して参加したいという人々との出会いがあった。

実施状況（写真）

【写真】首都圏からの団塊世代の人々による稲刈り風景
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